
注　

意

１　

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
冊
子
を
開
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

２　

調
査
問
題
は
、
1
ペ
ー
ジ
か
ら
16
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま

す
。

３　

解
答
は
、
全
て
解
答
用
紙（
解
答
冊
子
の
「
国
語
Ｂ
」
）に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

解
答
は
、
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
の
黒
鉛
筆（
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

シ
ル
も
可
）を
使
い
、
濃
く
、
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ

さ
い
。

５　

解
答
を
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
問
題
は
、
解
答
用
紙
の
マ
ー

ク
欄
を
黒
く
塗
り
潰
し
て
く
だ
さ
い
。

６　

解
答
を
記
述
す
る
問
題
は
、
指
示
さ
れ
た
解
答
欄
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
解
答
欄
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に

書
い
て
く
だ
さ
い
。

７　

解
答
用
紙
の
解
答
欄
は
、
裏
面
に
も
あ
り
ま
す
。

８　

調
査
時
間
は
、
45
分
間
で
す
。

９　

「
国
語
Ｂ
」
の
解
答
用
紙
に
、
組
、
出
席
番
号
、
性
別

を
記
入
し
、
マ
ー
ク
欄
を
黒
く
塗
り
潰
し
て
く
だ
さ
い
。

中 学 校 第 ３ 学 年

国語 Ｂ

平成 27年度





問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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森
田
さ
ん
は
、
国
語
の
時
間
に
、
自
分
の
特
技
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
次
は
、
発
表
の
際
に
使
用
す
る
【
ノ
ー
ト
】

と
【
フ
リ
ッ
プ
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（【
ノ
ー
ト
】
と
【
フ
リ
ッ
プ
】
に
あ
る
１
か
ら
３
は
、
発
表
の
際
に

使
う
順
番
を
表
し
ま
す
。）

（
注
）　

フ
リ
ッ
プ
＝
説
明
に
用
い
る
、
図
や
絵
、
言
葉
な
ど
を
書
い
た
大
型
の
カ
ー
ド
。

１
︵
注
︶

【ノート】

発表の流れ その他の情報
※　状況に応じて使用する

■聞き手を見てから話し始める

	 ○始めの言葉

	 ○オカリナはハトの形に似た楽器。

	 ○イタリアで生まれ世界に広まった。

	 ○�イタリア語では，「小さなガチョウ」

という意味である。

■問いかけて間を置く

	 ○�材質は？→素焼きの陶器のもの� 	

が多い。

	 ○�音色は？→吹き口から息を吹き�	

込むと，温かみのある音色が出る。

	 ○指穴の数は？→12個が多い。

� （表側に10個，裏側に２個）

	 ○リコーダーと同じような指使い。

	 ○ポケットに入るくらいの大きさ。

	 ○�簡単な曲なら，すぐ吹けるように� 	

なり，吹ける曲が増えると，	

ますます楽しくなる。

■質問がないか尋ねる

	 ○終わりの言葉

１

２

３

※�	 ガチョウの頭の形

に似ている，体の

形に似ているなど

様々な説がある。

※�	 プラスチックの

ものもある。

※�	 イタリアでは，

10個が多い。

※�	 いろいろな形や

大きさのオカリナ

がある。
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気軽に楽しめる

◦ リコーダーと似た指使い

◦ 持ち運びやすい大きさ

◦ 簡単な曲ならすぐ吹ける！！

３

【フリップ】

オカリナとは
◦ ハトに似た形の笛

◦ イタリア生まれ

１

ハト

イタリア語では
「小さなガチョウ」

オカリナの特徴２

吹き口

材質は？

音色は？

指穴の数は？
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一　

森
田
さ
ん
が
【
ノ
ー
ト
】
の
「
そ
の
他
の
情
報
」
の
欄
に
書
い
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
次
の
１
か
ら
４
ま

で
の
う
ち
、
適
切
な
も
の
を
二
つ
選
び
な
さ
い
。

１　

発
表
の
順
番
を
場
の
様
子
に
応
じ
て
変
え
る
場
合
。

２　

聞
き
手
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
に
答
え
る
場
合
。

３　

時
間
に
余
裕
が
あ
る
と
き
に
付
け
足
し
て
説
明
す
る
場
合
。

４　

言
葉
の
抑
揚
や
強
弱
、
間
の
取
り
方
を
変
え
る
場
合
。

二　

次
は
、
フ
リ
ッ
プ
を
作
成
す
る
際
の
【
ポ
イ
ン
ト
】
で
す
。
森
田
さ
ん
が
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、【
ポ
イ
ン
ト
】
の
ア
か
ら
エ

ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
び
な
さ
い
。

【ポイント】

ア�　イラストや写真などを用いて，

視覚的に分かりやすくする。

イ�　複雑なデータを，グラフや表を

使って整理する。

ウ�　要点を整理し，伝えたい内容を

短い言葉で示す。

エ�　資料を引用するときは，出典を

明示する。
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三　

森
田
さ
ん
は
、
聞
き
手
に
一
層
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
発
表
の
中
で
、
オ
カ
リ
ナ
を
実
際
に
演
奏
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
演
奏
し
ま
す
か
。
次
の
〈
演
奏
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
〉
の
Ａ
、
Ｂ
か
ら
一
つ
選
び
（
ど
ち
ら
の
〈
演
奏
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
〉
を
選
ん
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。）、
そ
の
〈
演
奏
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
〉
を
選
ん
だ
理
由
を
、
あ
と
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

〈
演
奏
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
〉　

Ａ　

【
フ
リ
ッ
プ
】
２
の
説
明
の
と
き

Ｂ　

【
フ
リ
ッ
プ
】
３
の
説
明
の
と
き

条
件
１　

【
ノ
ー
ト
】
の
内
容
と
結
び
付
け
て
、
理
由
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。

条
件
２　

五
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

※　

次
の
ペ
ー
ジ
の
枠
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。

実際にオカリナを演奏する
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↓
選
ん
だ
〈
演
奏
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
〉
を
塗
り
潰
し
な
さ
い
。

〈
演
奏
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
〉

5080 　

 

【
フ
リ
ッ
プ
】
２
の
説
明
の
と
き　
　
　

 

【
フ
リ
ッ
プ
】
3
の
説
明
の
と
き

Ａ

Ｂ
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問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。
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次
の
資
料
は
、【
Ａ　

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】、【
Ｂ　

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】（
予
想
を
含
み
ま
す
。）、【
Ｃ　

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】

で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

２

（公益財団法人東京オリンピック ･パラリンピック競技大会組織委員会ウェブページによる。）

（注１）�	 インフラ＝インフラストラクチャーの略。道路，鉄道，学校，病院など，社会生活の基盤
となる構造物の総称。

（注２）	 イノベーション＝技術革新。これまでとは異なった新しい発展。
（注３）	 インスピレーション＝ここでは，オリンピックやパラリンピックがもたらす刺激のこと。
（注４）	 IOC 総会＝国際オリンピック委員会の会議。

【
Ａ　

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】

（
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。）
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【
Ｃ　

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】

生活を支援するロボットの開発

世界では，様々なロボットの開発が進められている。
例えば，人の移動を支援する搭乗型ロボット。このロ
ボットの中には，10 年以上前から実用化されている�
ものもあり，空港でのパトロールなどに使われている。
現在，日本では，「生活支援ロボット」の開発が行われ
ている。誰でも簡単に乗り降りでき，日常生活での移動
を助ける搭乗型ロボットの開発に加え，装着型ロボット
の開発も進んでいる。これは，装着した人の意思を読み
取って身体の動きをサポートするロボットである。身体
機能の回復のためのリハビリテーションなどで既に一部
導入されているが，今後は，足腰の弱った人の歩行支援，
重たい荷物の持ち上げ，レスキュー活動など，幅広い場
面での活用が期待されている。
このように，人間の生活を支援するロボットの開発
が，日夜進められているのだ。

搭乗型ロボットの例

装着型ロボットの例

【
Ｂ　

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】

※　棒グラフの上の数値は総人口を表す。
※　高齢化率＝65 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合。

（総務省ウェブページによる。）
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5.0

15.0

10.0
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人口（万人） 高齢化率（%）
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2,567

12,777

8,409

1,752

2,925

12,806

8,103

1,680

3,395

12,660

7,682

1,583

3,612

12,410

7,341

1,457

3,657

12,066

7,085

1,324

3,685

11,662

6,773

1,204

3,741

11,212

6,343

1,129

3,868

10,728

2000
（平成12）

2005
（平成17）

2010
（平成22）

2015
（平成27）

2020
（平成32）

2025
（平成37）

2030
（平成42）

2035
（平成47）

2040 （年）
（平成52）

5,787

1,073

65 歳以上
人口

15〜64 歳
人口

14 歳以下
人口

高齢化率
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一　

【
Ａ　

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文
の

ア

と

イ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な

も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
際
に
、
日
本
は
、
二
〇
二
〇
年
の
大
会
開
催
に
向
け
て
世
界
に
約
束
で
き
る	

ア

と
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
人
が
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た

イ

に
つ
い
て
訴
え
た
。

１　

ア　

東
京
の
運
営
能
力　
　

イ　

社
会
の
価
値
向
上

２　

ア　

３
つ
の
強
み　
　
　
　

イ　

ス
ポ
ー
ツ
の
真
の
力

３　

ア　

素
晴
ら
し
い
祝
祭　
　

イ　

子
供
た
ち
の
笑
顔

４　

ア　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー　
　
　

イ　

ア
ス
リ
ー
ト
の
役
割

二　

【
Ｃ　

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
装
着
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
日
本
で
は
既
に
普
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

２　

空
港
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
搭
乗
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
十
年
以
上
前
に
、
日
本
で
初
め
て
開
発
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

３　

装
着
し
た
人
の
意
思
を
読
み
取
り
身
体
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
装
着
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
が
、
日
本
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

４　

人
の
移
動
を
支
援
す
る
搭
乗
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
身
体
機
能
の
回
復
の
た
め
に
も
役
立
つ
よ
う
に
、
日
本
で
改
良
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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三　

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

条
件
１�　

資
料
【
Ａ　

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】、【
Ｂ　

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】、【
Ｃ　

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
二
つ

を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。）、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
具
体
的
に
書
く
こ
と
。

条
件
２�　

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、」
に
続
け
て
、
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字
数
を

含
み
ま
す
。）。

※　

次
の
ペ
ー
ジ
の
枠
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。
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↓
選
ん
だ
資
料
の
記
号
を
二
つ
塗
り
潰
し
な
さ
い
。

資
料
の
記
号

80

120

Ａ

Ｂ

Ｃ

二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
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問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。
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次
の
文
章
は
、
小こ

泉い
ず
み

八や

雲く
も

が
英
語
で
書
い
た
怪
談
「
貉む
じ
な

」
の
翻
訳
の
一
部
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

〔
こ
こ
ま
で
の
あ
ら
す
じ
〕　

東
京
の
赤
坂
に
あ
る
紀き

伊の

国く
に

坂ざ
か

は
、
昔
、
日
が
暮
れ
た
後
は
人
通
り
が
少
な
く
寂
し
い
場
所
で
、
人
を
化
か
す
「
貉
」

と
い
う
生
き
物
が
出
没
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
日
没
後
、
一
人
で
こ
の
坂
を
の
ぼ
る
よ
り
も
、
回
り
道
を
し
た
も
の
だ
っ

た
。
あ
る
日
の
夜
、
急
ぎ
足
で
紀
伊
国
坂
を
の
ぼ
っ
て
い
た
一
人
の
男
が
、
お
濠ほ

り

の
そ
ば
で
若
い
女
が
う
ず
く
ま
っ
て
泣
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

た
。
男
は
心
配
し
て
若
い
女
に
声
を
か
け
た
が
、
返
事
は
な
い
。

３

︵
注
１
︶

（
小
泉
八
雲
「
貉
」
に
よ
る
。）
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（
小
泉
八
雲
「
貉
」
に
よ
る
。）

（
注
１
）　

小
泉
八
雲
＝
明
治
期
の
小
説
家
、
英
文
学
者
。
旧
名
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
。

（
注
２
）　

お
女
中
＝
当
時
の
女
性
の
敬
称
。

（
注
３
）　

突
慳
貪
＝
態
度
や
言
葉
遣
い
が
冷
淡
で
と
げ
と
げ
し
い
様
子
。 

（
注
４
）　

追
剝
ぎ
＝
通
行
人
を
お
ど
し
て
衣
類
や
金
品
な
ど
を
奪
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
を
す
る
人
。

（
小
泉
八
雲
「
貉
」
に
よ
る
。）
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一　
　
　

線
部
「
お
泣
き
な
さ
る
な
」
は
、
原
文
で
は
「D

o�not�cry

」（「
泣
い
て
は
い
け
な
い
」
の
意
味
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
を
「
お
泣

き
な
さ
る
な
」
と
翻
訳
し
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選

び
な
さ
い
。

１　

面
倒
な
こ
と
に
関
わ
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
、
男
の
冷
淡
な
人
柄
を
伝
え
る
効
果
。

２　

寂
し
い
場
所
で
人
に
話
し
か
け
ら
れ
た
た
め
、
男
が
お
び
え
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
効
果
。

３　

若
い
女
の
身
勝
手
な
要
求
に
対
し
て
、
男
が
腹
を
立
て
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
効
果
。

４　

若
い
女
を
助
け
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
、
男
の
優
し
い
人
柄
を
伝
え
る
効
果
。

二　

本
文
中
の

で
囲
ま
れ
た
部
分
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１　

暗
闇
の
中
で
見
付
け
た
光
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
情
景
と
、
男
の
希
望
が
失
わ
れ
て
い
く
様
子
を
重
ね
て
書
い
て
い
る
。

２　

暗
闇
の
中
で
見
付
け
た
光
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
情
景
と
、
男
が
懸
命
に
救
い
を
求
め
る
様
子
を
重
ね
て
書
い
て
い
る
。

３　

暗
闇
の
中
で
見
付
け
た
光
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
情
景
と
、
男
の
緊
張
感
が
徐
々
に
高
ま
る
様
子
を
重
ね
て
書
い
て
い
る
。

４　

暗
闇
の
中
で
見
付
け
た
光
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
情
景
と
、
男
が
必
死
に
相
手
に
立
ち
向
か
う
様
子
を
重
ね
て
書
い
て
い
る
。
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三　

中
学
生
の
山
田
さ
ん
は
、
以
前
に
読
ん
だ
昔
話
「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
」
の
最
後
は
、
蕎
麦
屋
が
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は
、「
貉
」
の
「
…
…
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
屋
台
の
火
も
消
え
た
。」
と
い
う
最
後
の
一
文
は
、
あ
っ
た
方
が
よ
い

と
思
い
ま
す
か
、
な
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
と
そ
の
理
由
を
、
次
の
条
件
１
か
ら
条
件
３
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

条
件
１　

最
後
の
一
文
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
か
、
な
い
方
が
よ
い
か
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
。

条
件
２　

話
の
展
開
を
取
り
上
げ
て
、
理
由
を
書
く
こ
と
。

条
件
３　

五
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

※　

左
の
枠
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。
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こ
れ
で
、
国
語
Ｂ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
。
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